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 本論文は，中国語学習児における項構造知識の獲得過程を明らかにすることを目的とした。こ

うした目的のもとで，8 つの研究を実施し，そこから得られた知見を全 7 章にまとめた。 

 第 1 章では，主に欧米の言語圏で実施されてきた，子どもの項構造獲得過程に関する先行研

究を概観し，中国語学習児を対象に検討することの意義について述べた。項構造とは，動詞が語

彙的な性質として保有する，いくつの，どのような意味役割の名詞句（項）を必要とするかに関

する情報のことで，その構造と記述される事象の性質とのあいだには対応関係があることが知ら

れている。たとえば，一般的に，自動詞は項が一つの文構造で使われ，動作主体が自発的に何か

をしている場面（noncausative event, 非因果事象）を記述することが多い（e.g., “The girl and 

the boy are running”）。それに対して，他動詞は項を二つ（主語，目的語）持つ構文で使われ，

動作主体が動作対象に働きかける，または影響を与える場面（causative event, 因果事象）を記

述する（e.g., “The girl pushed the boy”）。このとき，他動詞構文の二つの項のうち，一つは主

語（S）で，動作主体を表し，もう一つは目的語（O）で，動作対象を表す。このような項構造

とそれが記述する事象の性質（非因果か因果か）との対応関係に関する知識（項構造知識）があ

れば，子どもは初めて耳にした動詞でも，それがどのような構造の文に埋め込まれていたか，と

いうことを手がかりにして，おおよそその意味を推測することができる。 



 子どもがいつからこのような項構造知識を示すのかという問題は，こういった文法知識は人間

に生まれつき備わっていると主張する生得説（e.g., Lidz, Gleitman, & Gleitman, 2003）と，言

語入力から学習されたと主張する学習説（e.g., Tomasello, 2000）との論争の中でも，注目され

てきた。すなわち，子どもが発達の早い時期からこのような知識を示すなら，それは生得説を支

持する証拠と見なされ，子どもがこのような知識を示すようになる時期があまり早くないなら，

それは学習説を支持する証拠と見なされる。近年，この生得―学習論争において注目されている

のが，項（主語，目的語）の省略を許す言語である。このような言語，たとえば中国語において，

項は頻繁に省略して発話されるため，耳にした文がもつ項の数と，その文の記述する事象の因果

性とはいつも対応しているわけではない。そのため，これらの言語を学習する子どもは言語入力

から抽象的な項構造知識を学習するのが非常に難しいと考えられている。したがって，項を省略

する言語圏の子どもの項構造知識の獲得時期が遅ければ，それは学習説を支持する証拠と見なせ，

早ければ生得説を支持する証拠と見なせる。このように，中国語学習児の項構造知識の獲得過程

について検討することは，これまで知られていなかった言語の発達過程を明らかにすることがで

きるだけでなく，こういった文法知識をめぐる生得―学習論争に一定の示唆も与えることができ

る。以上のように第 1 章では，項の省略を許す言語（中国語）を学習する子どもを対象として，

項構造知識の発達過程について明らかにすることの意義と，本論文の目的について述べた。 

 第 2 章では，中国の子どもが普段どのような言語入力を受けているかという実態を把握する

ために，中国語話者の母親がその子ども（2 歳児）に向けて非因果事象や因果事象を記述すると

きに，それぞれどのような構造の文を使って話すのかについて調べた（研究 1）。そのために，

母親に因果事象と非因果事象のビデオを見せて，自由に記述してもらった。結果として，主語や

目的語の頻繁な省略が見られること，SVO 文（項二つ）は因果事象の記述のみに使われるが，

SV 文（項一つ）は非因果事象だけでなく，因果事象の記述にも使われていることが分かった。

このように第 2 章では，中国の子どもが実際に，言語入力から項構造知識，特に SV 文は非因果

事象を指すことを学習するのには非常に困難な環境におかれていることを確認した。 

 このような環境に置かれた中国語学習児は，SV 文が非因果事象を指し，SVO 文が因果事象を

指すという知識，また，SVO 文における二つの項がそれぞれ動作主体と動作対象を表すといっ

た知識を，いつから示すようになるのだろうか。これらの問題を明らかにするために，第 3 章

の研究 2 では，項の数と記述される事象の因果性との対応関係を，子どもはいつから理解する

ようになるかについて，中国の 2～4 歳児を対象に検討した。具体的には，新奇動詞を含む SV

文，または，SVO 文を呈示し，それが指すと思われる事象を，同時呈示された 2 つのビデオ（因



果事象と非因果事象）のなかから選択させた（指差し選択法）。その結果，中国の子どもは 2 歳

の時にすでに SVO 文に対して因果事象を選ぶことができており，SVO 文を因果事象と対応づけ

て理解していることが示唆された。一方，SV 文に対して非因果事象を選択する率は，2～4 歳に

かけて一貫してチャンスレベルのままであった。そこで，さらに 5 歳児を対象とした検討を行

ったが，SV 文は非因果事象を指すという知識は 5 歳になっても獲得されていないことが明らか

になった（研究 3）。また，研究 2 と研究 3 で，中国語学習児が必ずしも SV 文を非因果事象に

対応づけなかったのは，主語の位置におかれた等位名詞句（conjoined noun phrase, たとえば

「お姉さんとお兄さん」）の中の最初の名詞を動作主体，二番目の名詞を動作対象と見なしてし

まうバイアスによって，パフォーマンスが妨げられたためでないことも確認した（研究 4）。 

このように第 3 章では，中国語学習児は 2 歳の時点で，SVO 文を因果事象に対応づけること

が見出されたが，これは，主語は動作主体を表し，目的語は動作対象を指すといった，項の意味

役割を理解した上でのことなのだろうか。第 4 章（研究 5）では，2～4 歳児を対象にこの問題

を検討した。具体的には，2 人の登場人物の役割（動作主体か動作対象か）だけが異なる 2 つの

ビデオを同時に見せ，呈示された SVO 文の主語や目的語に対応したビデオを選ぶことができる

かを検討した。結果として，2 歳児でも SVO 文の主語や目的語とビデオの中の役割関係を正し

く対応づけることができ，中国の子どもはこの年齢で既に SVO 文に現れる二つの項の意味役割

（動作主体と動作対象）も正しく区別して理解していることが明らかになった。 

 さらに第 5 章では，中国語話者における項構造知識の到達点を明らかにするために，中国の

大人における項構造知識について調べた。研究 6 では，子どもで行った実験的研究（研究 2）を，

中国の大人を対象として実施した。その結果，中国語話者の大人も子どもと同様に，呈示された

SVO 文は因果事象に対応づけるが，SV 文は必ずしも非因果事象に対応づけないことが明らかに

なった。以上の結果から，中国語圏の子どもと大人のパフォーマンスはどちらも中国語における

SVO 文，SV 文の実際の使われ方，すなわち，SVO 文が言われたらそれは因果事象を指してい

るが，SV 文が言われてもそれが非因果事象を指しているとは限らない，ということと一致して

いることが分かった。 

しかし，研究 7 で，一つのビデオ（非因果事象か因果事象）に対して，同じ新奇動詞を含ん

だ SV 文と SVO 文を呈示し，ビデオの内容の記述として適切な文を一つ選択させると，中国語

話者の大人は因果事象の記述文としては，SV 文より SVO 文を，非因果事象の記述文としては

SVO 文より SV 文を選んだ。すなわち，先に事象を与えられて，それを記述するのに適切な構

造の文を選ぶとき，中国の大人は，因果事象は SVO 文で，非因果事象は SV 文で記述するのが



適切だと感じることが示唆された。 

この研究 7 の結果を踏まえ，第 6 章の研究 8 では，同じ課題を，中国語の学習過程にある子

どもに実施した。すなわち，中国語環境で育つ 4～5 歳児は自ら非因果事象や因果事象を記述す

るとき，どのような構造の文を選択して用いようとするかについて調べた。結果として，4～5

歳の子どもも大人と同様に，因果事象は SV 文より SVO 文で，非因果事象は SVO 文より SV 文

で記述するのがよいと考えていることが分かった。 

 以上のように，中国語学習児は 2 歳の時点で既に，SVO 文に関する抽象的な知識，すなわち，

SVO 文は因果事象を指し，文に現れた二つの項はそれぞれ動作主体と動作対象を指すという知

識を獲得していることがわかった。しかし，その一方で，SV 文は非因果事象を記述するといっ

た知識を，中国語学習児は 5 歳になっても獲得していなかった。それどころか，中国語話者の

大人もこのような知識は用いていなかった。このように，SVO 文は因果事象を指すが，SV 文は

非因果事象を指すとは限らないと考えることは，中国語話者の日常発話の特徴にそったものであ

る。この点で，中国の子どもが獲得していく項構造知識は，その入力言語の特徴を反映したもの

で，文法知識は言語入力から学習されるという学習説の立場を支持するものと言える。 

 しかし，その一方で，大人も子ども（4～5 歳児）も，因果事象を記述するには SV 文より SVO

文を好み，非因果事象を記述するには SVO 文より SV 文を好むという結果も得られた。この結

果は，事象の中で登場人物が異なる役割をはたしていれば，文の中でそれらの登場人物の違いを

表現したくなる，といった，（文法に限定されない）より一般的な認知バイアスでも説明できる

かもしれない。しかし，生得説の論者なら，この全体の結果を，「子どもは生まれつき項構造知

識を持つが，中国語環境で育つ場合は，SV 文を耳にしても非因果事象を期待しないことを学習

することを示している」と見なす可能性もある。この問題に決着をつけるには，中国語環境で育

つ，さらに低い年齢の子どもで，項構造知識を調べる必要があるだろう。 

それでも，本研究では，これまで研究されてこなかった，項を省略する言語圏（ここでは，中

国語）で育つ子どもが，どのようなタイミングと過程を経て，抽象的な項構造知識を身につけて

いくのか，またそのようにして最終的にその言語の話者のなかに作り上げられる項構造知識とは

どのようなものであるか，について検討し明らかにした。それを通じて，項構造知識のような文

法知識を生まれつき備えているにせよ，言語入力から学習するにせよ，子どもの文法知識の発達

過程とは，いかに言語環境に敏感に応じた柔軟なものであるかを示すことができた。 

以上のように，第 7 章では，第 2 章から第 6 章までの知見をまとめ，これらの知見の生得―

学習論争への示唆に言及しつつ，本論文の意義と今後の課題について述べた。 


